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研究成果の概要 

本年度は、ポンデロモーティブレンズと名付けたレーザー光による電子レンズ作用の実験的検

証を目標に、要求性能を満たすレーザー装置の開発に取り組んだ。装置は超短パルスレーザー

発振器、増幅器、光パルスの伸長・圧縮器、および電子銃駆動のための紫外波長変換器から成る。

中心波長 1060 nm、平均出力 12 W、パルス繰り返し 10 MHz のパルスレーザー発生に成功した

が、圧縮器を用いてパルス持続時間を圧縮することができず、パルス持続時間の目標値 1 ps を下

回る超短パルスの発生には至らなかった。これにより十分な光ピークパワーが得られず、波長変換

器における効率が 1/1,000 よりも低くなり、電子銃の駆動に用いることができなかった。その後、光

パルスを圧縮ができなかった原因が発振器にあることを突き止めた。60 ps 程度の光パルス伸長を

行っても波形が崩れない、分散補償された発振器を開発することで、この問題を解決できると考え

ている。今後、次年度の初めに早急にレーザー装置を開発して、ポンデロモーティブレンズの実証

実験を実施する予定である。 

本年度中に得られたその他の成果として、昨年度に執筆したポンデロモーティブレンズに関する

研究論文が公開された[1]。また、本研究に関連する研究業績として、ファイバレーザーと光蓄積共

振器を一体化した外部制御を必要としないフェムト秒レーザー蓄積装置の開発を、早稲田大、広

島大、高エネ研のグループと取り組み、その実証に成功した[2]。また、レーザー光を空間位相変

調して様々な形状に整形する技術をレーザー微細加工に転用し、ナノ薄膜をレーザー波長以下

の分解能で多点パターニング加工することに成功した[3]。 
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